
 

 

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
受
領 

答

弁

第

一

八

三

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
七
第
一
八
三
号 

 
 
 
 

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日 

内
閣
総
理
大
臣 

石

破

 

茂 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
額

賀

福

志

郎 

殿 

  

衆
議
院
議
員
長
友
よ
し
ひ
ろ
君
提
出
相
模
川
水
系
道
志
川
の
維
持
流
量
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
長
友
よ
し
ひ
ろ
君
提
出
相
模
川
水
系
道
志
川
の
維
持
流
量
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
相
模
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
」
に
お
い
て
は
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
十

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
主
要
な
地
点
に
お
け
る
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要
な
流
量
に
関
す
る
事
項
等

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
道
志
川
の
道
志
ダ
ム
直
下
か
ら
鮑
子
取
水
堰
ま
で
の
区
間
の
維
持
流
量
」
は
定
め
て

い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
覚
書
」
以
外
に
当
時
の
具
体
的
な
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料
が
な
く
、

当
該
覚
書
の
記
載
か
ら
は
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

一
で
御
指
摘
の
「
相
模
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
過
程
」
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年
七
月
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
第
七
十
一
回
社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
に
お
い
て
、
参
考
資
料
六

一

「
相
模
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針 

流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要
な
流
量
に
関
す
る
資
料
（
案
）
」
と
し



 

２ 

 

て
、
「
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要
な
流
量
の
設
定
に
関
す
る
基
準
地
点
」
は
「
小
倉
地
点
及
び
寒
川
堰
下

流
地
点
と
す
る
」
と
示
し
た
上
で
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
地
点
に
お
け
る
「
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め

必
要
な
流
量
」
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
で
御
指
摘
の
「
鮑
子
取
水
堰
上
流
地
点
」
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
必
要
な

維
持
流
量
を
含
む
正
常
流
量
」
は
現
時
点
で
検
討
し
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
一
定
の
合
意
」
の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
で
は
な

い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


